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図２．チームプレイヤー相互におけるパス過程のソシオグラム
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Ｍ，，ショット，直接攻撃であるドリブルの重
要性を報告した。
ショット練習を中心にして指導することは，
バスケットボール技術の特質を理解しながら，
その直接目的であるショット技能の練習を意味
している。
次に，ショットチャンスをねらう方法は，ドリ
ブルとパスの２つの方法が考えられる。ショッ
トチャンスをつかむ一連のプレーは，フェイン
トプレー，スクリーンプレイ，パスワークプレー
の３つに大別されるＷ）フェイントプレーに
は，そのままショットするフェイントショット
プレー，ドリブルで抜いてショット，相手を振
り離してパスを受けてショットが考えられる。
攻撃の順序として，そのままショット→ドリ
ブルで抜いてショットの直接攻撃が考えられ
る。具体的な学習過程は，ゲームー個人技術・
集団技術一ゲームというとらえ方で，基礎技術
の学習活動は，ドリブルーショットーフォ
ロー・ショットという一連の動作過程のパター
ンとしてとらえた。
吉井'6)は,｢何がゲームにおいて役立つか」とい
う観点から，バスケットボール技術の発達史を
検討している。以前の一連の研究の中で，著者
らは,ゲームの発達過程と攻防の対応関係から，
バスケットボール教材の構造化を試みた。これ
らは，自分達の技術的レベルに適応した練習内
容は何かということに立脚している。
社会心理学の領域で,小集団の研究法として，
ソシオメトリーがとりあげられているが，バス
ケットボールにおけるプレイヤー相互のパス過
程から，プレイヤーのチームに対する関係や位
置，さらにチームそれ自体の構造や発展の状態
をソシオメトリーによってとらえようとした。
両チームとも，各１名優れた水準の成員が中
心になっているが，ゲームの展開には違いがあ
る。
Ａチームは，クラブ員を中心にしながらも，
プレイヤー相互に選択があり，トライアングル
が形成されている。
Ｂチームは，クラブ員とある持定のプレイ
凝集性
0．４
試合回数
図３．各チームの凝集性の変動
考察
体育科教育において，最適なプログラムを立
案しようとするとき，学習内容の本質を明らか
にし，学習者に適合する教授プログラム（学習
要因の最適な配列）を作成することが要求され
る。教材としてバスケットボールを指導する場
合，パス，ドリブル，ショットと並列にならべ
て，どの技術を先に指導するのが正しいかとい
う立場からの先行研究は，ほとんど見当らな
い':）
従来の運動技術の本質のとらえ方は，不明確
であり，個々の技術の練習とゲームは，どのよ
うな関係があるのかが具体的でなく，学習活動
の過程において，フィードバックされていない
ことを示している。
つまり，教材のシステムは，基本技術一応用技
術一ゲームというとらえ方で，基本技術の組合
わせが応用技術，応用技術の複合がゲームとい
うパターンである。
そこで，バスケットボールの本質を，「直接攻
撃を伴うショット」ととらえ，間接攻撃より直
接攻撃を強調した「ドリブルを含むショット」
を基礎技術の基本にし，基礎技術の習得過程を
問題にしようとしたものである。
以前，小学校５年生のバスケットボール授業
を対象にして，実施したゲーム分析の結果7)か
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本学体育科学生の授業時のゲームを，Ｖ・
Ｔ．Ｒ，カセットコーダーに収録し，できるだ
けその事態の再現性を求めた。運動学習の位相
を想定するために,MundeLME・の動作時間研
究法および，ソシオメトリーを参考にした。
結果を要約すると次のとおりである。
１）バスケットボール教材を設定した場合，基
礎技術（パス，ドリブル，ショット）を個別
に練習するのではなく，個々の基礎技術の有
機的関連を明らかにして，指導内容を系統化
されねばならない。
２）成員相互のパス過程を中心にしてソシオメ
トリー的手法をもちいて，成員のチームに対
する関係や位置，チームそれ自体の構造を把
握できる。
３）ゲームの全体的様相は，動作技術習得の過
程論からすれば,この運動学習の位相構造は，
粗学習の段階である。しかし，後期の試合に
は，連繋プレイを構成する要因としての各個
人の基礎技術の訓練過程であり，精繊化の萠
芽となっている。
今後の課題としては，ドリブルで破って
ショットの基礎技術の基本に加えて，相手を振
り離し，パスを受けてショットという連繋プレ
ーの学習要因の特質と結合一統合関係を明らか
にしていかねばならないと考える。
最後に，研究を進めるにあたって，資料の集
計，整理にあたっては，金沢大学専攻科学生佐
野新一君，同本科生浦野美智子嬢の協力を得た
ことを付記する。
ヤーにパスが集中している。
両チームのゲーム展開に違いはあるが，これ
をMeine１，Ｋによる運動学習過程からすれ
ば，この運動学習の位相構造は粗学習の段階で
あるといえるW）すなわち，個人のプレーが
チームプレーヘと連鎖しない段階で，動作技能
が個体内に停滞する。したがってチームプレー
ヘの参加度合いが低位を示す。
凝集性の値が，Ａチームは負の値から正の値
へ，Ｂチームはこの逆に移行している。これは
両チームとも，チームプレーを構成する要因と
しての各個人の基礎技術の訓練過程であり/精
繊形式の萠芽となっている。また，集団技能の
高度化・高次元化では不調和な形態を示してい
るが，試行錯誤を前提としつつもその錯誤が消
去される現象である。
Ａチームは，初期ではチームプレーヘの参加
度は多いけれども，チーム全体の目標とする勝
利にはまだ貢献していない６しかし，個人の基
礎技術の向上がチームプレーヘと結合し，４勝
２敗という成績になった。一方Ｂチームは，す
ぐれた水準のプレーヤーと特定のプレーヤーと
のコンビネーションが構成され，この２人のプ
レーに依存している。初期には，この２人のコ
ンビネーションで勝った試合回数が重ねられる
につれて,もはや２人では対抗できなくなり，他
のプレイヤーがポールを扱う頻数が増加する。
それに随伴してミス・プレーも増加して試合に
負けている。チーム・プレーを強化するため
の各個人の基礎技術の訓練過程を経なければな
らぬ精繊化の段階である。ここでは,チームワー
クが形成されようとする段階であるが，チーム
相互間のゲームではまだ低い位置を占めてい
る。
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